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信

　
昭
和
五
十
八
年
九
月
発
刊「
な
が
さ
き
の
空
」十
四
号
に
私
は「
長
崎
く
ん
ち
・
そ
の
一
」

を
掲
載
以
来
、
毎
年
九
月
号
の「
な
が
さ
き
の
空
」に
は
各
踊
町
の
誇
り
高
き
傘
鉾
物
語

と
奉
納
踊
の
事
を
記
し
て
き
た
。
今
年
も
又
、
踊
町
の
五
ヶ
町
と
特
別
参
加
の
一ヶ
町
の

事
を
記
す
こ
と
に
し
た
。

馬
町
　
馬
町
方
面
は
一
六
〇
五
年（
慶
長
十
）幕
府
の
命
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
大
村
藩
領

で
あ
っ
た
外
町
地
区
が
長
崎
代
官
所
支
配
地
に
な
っ
て
以
来
、
馬
町
は
長
崎
街
道
の
入

口
と
し
て
発
展
し
、
東
馬
町
・
西
馬
町
の
二
町
に
分
か
れ「
長
崎
く
ん
ち
」の
奉
納
踊
に

参
加
し
て
い
る
。
明
治
五
年
東
西
両
町
は
合
し
て
現
在
の
馬
町
と
な
っ
た
。
馬
町
の
町

名
は
長
崎
奉
行
所
御
用
の
節
は
馬
廿
五
頭
を
用
意
し
た
事
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
故
に
同
町
の
傘
鉾
に
は
弘
化
年
間（
一
八
四
四
）以
来
は
馬
具
一
式
を
飾
り
つ
け
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
鞍
下
に
施
さ
れ
て
い
る
長
崎
刺
繍
の
亀
の
図
は
有
名
で
あ
る
。
奉
納
踊
は

先
代
以
来
う
け
つ
い
で
こ
ら
れ
た
花
柳
寿
々
初
師
匠
指
導
の
本
踊
で
、
町
内
の
子
供
連

中
も
其
中
に
賑
か
に
登
場
し
て
来
る
と
言
わ
れ
る
。

築
町
　
長
崎
内
町
に
属
し
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）頃
、
中
島
川
沿
を
埋
め
た
て
こ
の
町

が
造
ら
れ
、
寛
永
年
間（
一
六
三
四
─
）長
崎
く
ん

ち
が
始
め
ら
れ
た
時
よ
り
築
町
は
踊
町
に
参
加
し

て
い
る
。
寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）町
は
東
西
築
町

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
傘
鉾
を
用
意
し
て
い

る
。
東
築
町
は
町
名
に
因
ん
で
秋
草
の
上
に
満
月
、

西
は
松
樹
の
下
に
三
ヶ
月
を
配
し
て
い
た
が
明
治
四

年
両
町
は
合
し
て
築
町
と
な
り
、
傘
鉾
は
踊
町
が

巡
っ
て
く
る
七
年
毎
に
満
月
と
三
ヶ
月
を
交
替
に

使
用
さ
れ
る
と
い
う
。
明
治
四
十
三
年
、
当
時
有

名
な
京
都
の
画
人
神
坂
雪
佳
に
依
頼
し
紅
白
の
光

琳
菊
を
傘
鉾
幕さ
が
り

用
に
下
絵
を
描
い
て
戴
き
、
其
れ

を
つ
づ
れ
織
と
し
て
京
都
で
仕
上
げ
て
い
る
、
同
町

自
慢
の
傘
鉾
の
幕
で
あ
る
。
奉
納
踊
は
、
明
治
以
後
・
築
町
は
市
場
街
と
し
て
次
第
に

繁
昌
し
て
き
た
事
も
あ
っ
て
、町
内
全
員
が
参
加
で
き
る「
引
も
の
」と
な
り
、現
在
の「
御

座
船
」と
な
っ
て
い
る
。

　「
御
座
船
」と
は
殿
様
が
遊
楽
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
船
で
、
築
町
の
御
座
船
は
肥
後

細
川
藩
の
御
座
船
を
基
本
に
し
て
造
ら
れ
た
と
先
輩
の
林
源
𠮷
先
生
よ
り
お
聞
き
し
た

こ
と
が
あ
る
。
築
町
の
御
座
船
に
は
殿
様
は
乗
船
な
く
家
老
職
が
采
配
を
取
り
、「
殿

の
船
遊
び
」の
模
様
を
伝
え
た
と
言
う
。
そ
し
て
此
の
時
の
舞
と
し
て
先
々
代
の
藤
間
金

彌
師
匠
よ
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
本
踊
が
あ
り
、
町
内
子
供
連
中
の
先
引
を
先
頭
に
賑
や

か
に
登
場
し
て
く
る
。

東
浜
町
　
長
崎
で
は
中
島
川
を
中
心
に
県
庁
・
市
役
所
方
面
は
一
五
七
一
年（
元
亀
元
）

以
来
、
初
期
に
開
け
た
町
で
あ
り
之
を
内
町
と
言
い
、
そ
の
対
岸
地
区
を
外
町
と
よ
ん

で
い
る
。
浜
町
は
そ
の
時
、
外
町
の
海
岸
に
開
け
た
町
で
あ
る
。
然
し
江
戸
時
代
に
な

る
と
外
町
地
区
は
商
業
産
業
地
区
と
し
て
繁
昌
し
、
浜
町
に
は
九
州
各
藩
の
内
、
薩
摩

屋
敷
・
久
留
米
藩
屋
敷
・
五
島
屋
敷
・
町
年
寄
高
木
家
屋
敷
等
も
あ
り
、
寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
）に
は
浜
町
は
大
町
と
な
っ
た
の
で
東
西
浜
町
の
二
町
に
分
か
れ
て
奉
納
踊
に

参
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
町
の
傘
鉾
は
天
保
年
間（
一
八
四
〇
─
）の
製
作
で「
傘
鉾
の
飾だ
し

」は
、
町
名
に
因
ん

で
浜
辺
に
三
個
の
蛤
を
あ
し
ら
い
、
其
の
内
中
央
に
立
つ
蛤
は
汐
を
吹
き
、
其
の
汐
の

中
に
金
色
ま
ば
ゆ
い
三
樓
の
蜃し
ん

気き

楼ろ
う
を
浮
び
上
ら
せ
、
其
の
蜃
気
楼
が
傘
鉾
の
動
き
に

応
じ
て
ゆ
れ
動
く
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
幕さ
が
り
は
七
日
の
前
日
は
白
地
に
紅
珊
瑚
と
小
さ

な
魚
を
配
し
た
あ
で
や
か
な
長
崎
刺
繍
、
後
日（
九
日
）は
緋
色
の
塩
瀬
羽は

二ぶ
た

重え

に
金
色

の
青
海
波
を
織
り
出
し
て
い
る
。
実
に
豪
華
な
趣
向
に
も
富
ん
だ
長
崎
を
代
表
し
て
い

る
傘
鉾
で
あ
る
と
先
輩
方
は
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　
奉
納
踊
は
、
こ
の
町
も
築
町
と
同
様
、
に
ぎ
や
か
に
町
内
全
員
の
参
加
を
め
ざ
し
て

前
々
回
よ
り
、
町
内
の
田
中
前
会
長
さ
ん
と
同
窓
と
い
う
事
で
長
崎
出
身
の
清
水
崑
氏

が
協
力
さ
れ
、
大
勢
の
子
供
達
の
囃
子
方
が
乗
り
込
ん
だ
篭
宮
船
が
、
小
さ
な
子
供
連

中
の
先
引
に
引
か
れ
て
登
場
し
、
併
せ
て
女
子
学
生
達
が
新
体
操
で
、
あ
で
や
か
な
龍

宮
の
乙
姫
様
の
舞
を
堪
能
さ
せ
て
下
さ
る
。

八
坂
町
　
明
治
四
年
六
月
、
そ
れ
ま
で
本
石し
っ

灰く
い
町
・
今
石
灰
町
・
新
石
灰
町
と
分
か
れ
て

い
た
三
町「
今
と
新
の
二
石
灰
町
」を
合
併
し
、
同
地
区
に
あ
っ
た
天
台
宗
寺
院
現げ
ん
應お
う
寺
が
明

治
政
府
の
方
針
も
あ
っ
て「
八
坂
神
社
」と
し
て
祀
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
町
名
を「
八
坂

町
」と
改
め
、
以
来「
八
坂
町
」と
し
て
傘
鉾
も
新
調
し
長
崎
く
ん
ち
に
参
加
し
て
い
る
。

　
傘
鉾
は
町
内
に
あ
る
八
坂
神
社
を
取
り
入
れ
て
緑
の
松
と
深
紅
の
楓
を
背
景
に
白
木

の
鳥
居
を
置
き
、
鳥
居
の
上
に
現
應
寺
に
因
ん
で
鷹た
か（
音
は
オ
ウ
）を
止
ま
ら
せ
て
い
る
。

更
に
傘
鉾
の
松
の
葉
は
一
本
一
本
が
長
崎
硝び
ー
ど
ろ子
細
工
で
あ
り
、
当
町
自
慢
の
も
の
で
あ
る
。

奉
納
踊
は
町
の
下
を
流
れ
る
玉
帯
川
に
因
ん
だ
川
船
で
町
内
子
供
連
中
の
先
引
に
ひ
か

れ
て
登
場
、
川
船
に
は
長
崎
刺
繍
の
龍
の
衣
装
を
身
に
つ
け
た
船
頭
さ
ん
が
乗
り
、
網

を
う
ち
魚
を
取
っ
て
諏
訪
神
社
に
献
上
、
其
の
後
川
船
は
豪
快
な
引
き
廻
し
と
な
り
、

石
の
ダ
ン
ダ
ン
を
下
っ
て
ゆ
く
。

銅
座
町
　
玉
帯
川
の
河
口
と
浜
町（
現
在
の
本
石
灰
町
）の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
浅
瀬
を

埋
め
て
築
地
を
造
り
、
其
処
に
唐
蘭
貿
易
に
は
必
需
品
で
あ
っ
た
鋳
銅
所
が
造
ら
れ
た

の
は
享
保
十
年
春（
一
七
二
五
）で
あ
っ
た
。
以
来
そ
の
地
を
銅
座
と
よ
ん
で
い
た
。
明
治

元
年
、
銅
座
は
廃
止
さ
れ
銅
座
町
が
つ
く
ら
れ
た
が「
長
崎
く
ん
ち
」に
は
参
加
し
て
い

な
か
っ
た
。
然
し
明
治
年
間
、
同
町
の
永
見
徳
太
郎
は
同
町
の
傘
鉾
他
一
切
を
寄
贈
し

同
町
を「
長
崎
く
ん
ち
」に
参
加
さ
せ
て
い
る
。
戦
後「
長
崎
く
ん
ち
」が
復
興
し
た
時
、

同
町
も
参
加
し
、
失
わ
れ
た
傘
鉾
を
新
調
・
奉
納
踊
も
之
れ
ま
で
長
崎
に
な
か
っ
た「
南

蛮
船
」を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

　
傘
鉾
に
は
同
町
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
輸
出
品
と
し
て
棹さ
お

銅ど
う
を
製
作
し
て
い
た
事
に

因
ん
で
、
銅
製
の
燈
籠
を
諏
訪
社
に
奉
納
す
る
意
を
こ
め
て
、
旧
銅
座
の
海
岸
に
あ
っ

た
松
の
木
の
下
に
銅
の
燈
籠
を
配
し
て
い
る
。

　
奉
納
踊
は
戦
後
、
長
崎
の
地
に
新
た
に
発
足
し
た
在
長
崎
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
館
が
銅

座
町
に
あ
る
十
八
銀
行
本
店
内
に
設
立
さ
れ
た
事
と
、
長
崎
開
港
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
入

港
に
よ
る
と
言
う
事
も
あ
っ
て
、
奉
納
踊
に
長
崎
く
ん
ち
に
始
め
て「
南
蛮
船
」が
登
場

す
る
事
に
な
っ
た
。

　
船
の
造
り
に
は
、
初
代
ポ
ル
ト
ガ
ル
名
誉
領
事
の
十
八
銀
行
清
島
頭
取
や
二
十
六
聖
人

記
念
館
長
の
結
城
神
父
に
、
南
蛮
船
の
囃
子
方
そ
の
他
は
山
下
誠
氏
を
中
心
に
協
力
を

受
け
、町
内
の
子
供
達
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
民
謡
を
歌
っ
て
戴
き
、大
変
な
好
評
で
あ
っ
た
。

　
更
に
今
年
は
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
修
好
一
五
〇
周
年
の
年
で
あ
り
、
駐
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
大

使
が「
長
崎
く
ん
ち
」に
南
蛮
船
が
登
場
す
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
諏
訪
神
社
の「
長
崎
く
ん

ち
」に
来
ら
れ
、
銅
座
町
の
南
蛮
船
に
祝
詞
を
贈
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

三
三
八
号
　
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
日

平
成
二
十
二
年（
寅
年
）

　
長
崎
く
ん
ち
・
今
年
の
み
ど
こ
ろ（
そ
の
二
十
三
）

特
別
参
加
・
籠
町
龍
踊
　
今
年
の
正
式
の「
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊
町
」が
五
ヶ
町
と
数
が

少
な
い
の
で
、
特
別
参
加
と
し
て
籠
町
の
方
々
が
長
崎
伝
統
の
国
指
定
重
要
民
俗
文
化

財
の「
じ
ゃ
踊
」を
奉
納
し
て
下
さ
る
事
に
な
っ
た
。

　
そ
の
故
に
、
今
年
の
籠
町
の
奉
納
踊
は
正
式
の
踊
町
の
も
の
で
な
い
の
で
傘
鉾
は
使
用

し
な
い
で「
じ
ゃ
踊
」の
み
を
奉
納
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。籠
町
と
蛇
踊
の
歴
史
は
そ
の
昔
、

籠
町
の
す
ぐ
上
の
処
に
、
一
六
八
九
年（
元
禄
二
）広
大
な
唐
人
屋
敷
が
建
造
さ
れ
、
そ
の

館
内
に
あ
る
土
神
堂
で
は
毎
年「
春
節
」の
時
に「
月
を
追
う
蛇じ
ゃ

踊お
ど
り

」が
奉
納
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
演
技
の
技
を
唐
館
の
人
達
に
習
い
、
蛇
踊
楽
器
も
わ
ざ
わ
ざ
唐
船
に
よ
っ
て
舶

載
し
て
い
た
だ
き
、
今
日
ま
で
伝
え
て
き
た
の
が
籠
町
の「
じ
ゃ
踊
」で
、
現
在
で
は
中
国

に
行
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
古
風
な
蛇
踊
は
殆
ん
ど
見
か
け
な
い
そ
う
で
あ
る
。

※
　
今
年
の「
長
崎
く
ん
ち
」の
解
説
書
と
し
て
は
、
恒
例
に
よ
り「
呂
紅
社
」よ
り
山
下
寛
一
編
集
の

　
　「
長
崎
く
ん
ち
」が
発
刊
さ
れ
る
の
で
お
読
み
い
た
だ
く
と
よ
い
。（
電
八
二
二
─
〇
一
六
〇
）

○
九
月
と
言
え
ば
御
彼
岸
が
あ
り「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」と
言
う
。
今
年
は
例
年
に
な
く

其
の
感
を
深
く
し
た
。

○
そ
し
て
九
月
二
十
二
日
は
旧
暦
の
八
月
十
五
日
で
仲
秋
の
名
月
の
夜
で
あ
る
。
長
崎
の
名

月
と
言
え
ば
、
諏
訪
公
園
に
は
月
見
茶
屋
が
あ
り
、
去
来
が
田
上
尼
の
許
で
つ
く
っ
た
俳

句
や
、
蜀
山
人
太
田
南
畝
が
土
地
の
方
言
を
取
り
入
れ
て
作
っ
た「
彦
山
の
月
」は
有
名
で

あ
る
。

○
江
戸
時
代
、
長
崎
で
書
か
れ
た「
長
崎
歳
時
記
」に
は
旧
暦
八
月
十
五
日
名
月
の
夜
の
事
を

次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

　
此
夜
を
俗
に
豆
名
月
と
い
ひ
伝
え
　
家
々
鱠な

ま
す
を
し
、通
例
・
琉
球
芋（
か
ら
芋
な
り
）・

南
京
芋（
さ
と
い
も
）・
大
豆
を
煮
し
め
て
近
隣
の
婦
女
な
ど
互
に
打
寄
り
相
に
ぎ
わ

う
。
尤
も
騒
客
・
文
人
の
輩
ハ
ま
た
名
月
の
会
な
ど
催
す

　
又
同
日
櫻
馬
場
八
幡
宮
祭
礼
あ
り
。

○
十
月
に
入
る
と
十
月
一
日
よ
り
長
崎
の
氏
神
諏
訪
神
社
の
大
祭
く
ん
ち
の
行
事
が
始
ま

る
。
こ
れ
も
長
崎
歳
時
記
に
も
詳
し
く
記
し
て
あ
る
。

○
今
年
は
本
会
事
務
所
が
あ
る
桶
屋
町
が
七
年
に
一
度
の「
く
ん
ち
年
番
所
」と
言
う
大
役
に

当
っ
て
い
る
の
で
、
原
自
治
会
長
よ
り「
是
非
、
協
会
の
皆

さ
ん
達
も
参
加
し
て
下
さ
い
」と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
会
員

一
同「
是
非
参
加
い
た
し
ま
し
ょ
う
や
」と
言
っ
て
下
さ
っ
た
。

越
中
　
哲
也

銅座町南蛮船（平成十五年）


